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メールサービスを他組織へ提供している事業

者にとって有益な情報も別にまとめています。 

 

 まず、電子メールの仕組みと課題について

解説を行います（第２章）。続いて、送信ドメ

イン認証技術について、導入の前提となる知

識を整理する目的で、技術部分の解説を行い

ます（第３章）。次に、送信ドメイン認証技術

の導入の手順について解説を行います（第４

章）。さらに、他者にメールサービスを提供す

る事業者での追加的な注意事項について、ISP

での対応（第５章）、ホスティングサービスで

の対応（第６章）、配信サービスでの対応（第

７章）の順に解説を行います。最後に、利用

者への周知一般について、解説を行います（第

８章）。また、巻末に、参考情報や用語解説を

つけています。 

 

 送信ドメイン認証技術は、あくまでドメイ

ン単位で送信者情報が詐称されているかどう

かを確認可能とする技術であって、これ自体

で送受信されるメールが迷惑メールかどうか

を判断できる訳ではありません。しかし、こ

の技術の活用によりドメイン名の詐称ができ

なくなれば、ドメイン単位で受け取りたいメ

ール、受け取る必要がないメールを決めてお

けば、それを確実に判断できるようになりま

す。送信ドメイン認証技術が広く普及するこ

とにより、このような判断が可能なドメイン

が増え、それにより、迷惑メール自体も減少

することが期待されます。本マニュアルがこ

のような流れに少しでも貢献できれば幸いで

す。 
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